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（１９９３）の Dominanceの理論，Lakoff（１９９３）の Cognitive Phonology，そして













































 y e ＋   k ＋ h r e k ＋ ＃１）
y   k h r e k ＃（by Vowel Deletion）２）
y   k h r e k ＃（by Stress Assignment）３）
y  k h r e k ＃（by Vowel Change）４）
y  k h r e k e ＃（by Epenthesis）５）
y  k h r e g e ＃（by Voicing）６）









受けた母音は Vowel Changeにより後舌化され，その後で Epenthesisが適用さ
れるため，［ k］と［ ］の間に母音が挿入される。母音と母音に囲まれた子



































＃tjumputjum＃ （by Cluster Simplification９））


















































 M： ／＃ t j u m p u t j u m p u＃／
















３．最 適 性 理 論























１３０ 松山大学論集 第２３巻 第５号

Input : /no-N-koma-i/ ONSET１１） DEP-IO１２）
ａ．  no. ko. ma. ti *




と）に対して，候補者は［no. ko. ma. ti］と［no. ko. ma. i］のふたつである。





































































Input : /jk-m/ *Complex１３） *VkV１４） Max-IO１５） Dep-IO
ａ． . jkm *！
ｂ． . j. kim *！ *








































If input V１. . . V２ then V１ and V’２ agree in backness and rounding.
output V’２
上述したように，この制約は IO制約であるが，F－制約ではなく，「もしも













 σ σ σ σ σ σ
μ μ μ μ μ μ μ μ μ












１３６ 松山大学論集 第２３巻 第５号

Input : /ikkili/ MAX-IO *VOICED-CODA１６） FINAL-C１７） IDENT-IO（voice）１８）
ａ． ikkili *
ｂ． ikkil *！ *
ｃ． ikkili *！ *

Input : /ikkili/ FINAL-C IDENT-IO（voice） MAX-IO *VOICED-CODA
ａ． ikkili *！
ｂ． ikkil * *




































 Regular application and underapplication of i-Syncope in Palestinian Arabic
ａ．/fihim/ fihim ‘he understood’
ｂ．/fihim-na/ fhimna ‘we understood’
ｃ．/［fihim］-na/ fihimna *fhimna ‘he understood us’ （Kager２０１０）











ａ． ［fi. him. na］ *
ｂ． ［fi. him. na］ * *！
ｃ． ［hih. mi. na］ * *！
ｄ． ［fhim. na］ *！ *



























ｆ． ［fi. him. na］ *！
ｇ． ［fi. him. na］ *！ *
ｈ． ［hih. mi. na］ *！
ｉ． ［fhim. na］



















１４０ 松山大学論集 第２３巻 第５号

Input : /jk-m/
-Candidate : *COMPLEX *VkV MAX- O MAX-IO DEP-IO
ａ． . jkm *！ *
ｂ． . j. kim *！ *
ｃ． . j. im * * *
！







では［. j. im］が最適な候補者であるが，この候補者は最初の［ i ］が
挿入された後に，［ k］が削除される過程を通るため，ふたつの変化が見えな
いので不透明である。［. j. kim］と［. jm］については，それぞれ前者は
入力から［ i ］が増えて，後者は［ k］が削除されただけであり，［ i ］が挿
入される過程や［ k］が削除される過程が存在していることが明確なため，不
透明とはいえない。そこでこれらふたつの候補者のうち，［ i ］を含んでいる
［. j. kim］を［. j. im］までの過程の途中段階であると考え，この候補者を
－候補者（ -candidate）とする。さらにこの候補者に忠実な制約を制約の
順序において最上位に置くが，この場合MAX－ Oである。そしてこの制約







ａ． e → e *！*
ｂ． e → i *！ *















次に登場するのは Local Conjunction（Smolensky１９９３）で，この理論は Aが
Bになり，Bが Cになるが，Aが Cにはならない場合に有効である。例えば
のように，［ e］が［ i ］になり，［ i ］が［ ij］になるが，［ e］が［ ij］に
はならない。
において，最適な候補者は［ ij］となるが，これは誤りであり，［ e］が








ａ． e → e **！
ｂ．  e → i * *
ｃ． e → ij *！ * *
ａ． i → e **！ *
ｂ． i → i *！










































→ Bと B→ Cの派生が存在するが，A→ B→ Cの派生はあり得ないからであ
る。不透明とする音韻事象が実際には存在せず，A→ Bと B→ Cはそれぞれ
透明な派生と言える。本来の不透明性の問題は A→ B→ Cのパターンであ
１４４ 松山大学論集 第２３巻 第５号
り，A→ B→ Cのパターンの派生の無い言語の場合，中間段階の Bの不透明
性を考慮する必要があるのか疑問である。
McCarthy（２００８）が新たに Harmonic Serialism（HS）という理論を提案して
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